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ふらのの大地 2

表紙のことば表紙のことば

　今月の表紙は、中富良野町旭中北農事組合1班の岡本
夫妻です。
　令和4年にUターン農業後継者として就農されました。
　父親の伸一さんから農業を学び43ha（主に小麦類
15ha、甜菜9ha、馬鈴薯類5haほか）の多品目営農に
励まれております。地域活動に積極的に参画し勉強
中！！今後の地域リーダーとして更なる活躍が期待され
る農業者の一人であります。

歓
天
喜
地

　
「
備
え
」
と
「
気
づ
き
」
で
自
ら
防
ぐ

監
査
部
長
　
岩
　
渕
　
洋
　
一

　

昨
年
は
、
朝
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
大
谷
翔
平
選
手
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
、
記
録
を
更
新

し
た
な
ど
明
る
い
ニ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ
、
私
も
、
一
日
の
始
ま
り
か
ら
元
気
や
活
力
を
も
ら
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
最
終
的
に
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
優
勝
や
記
録
づ
く
め
の
結
果
に
驚
か
さ

れ
、
自
身
の
目
的
へ
の
意
識
の
高
さ
、
試
合
に
備
え
る
心
構
え
な
ど
、
準
備
万
端
な
姿
勢
に
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
そ
の
気
分
を
打
ち
消
す
よ
う
な
、
悪
質
な
犯
罪
の
ニ
ュ
ー
ス
も
連
日
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
数
年
前
ま
で
は
、
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
年
齢
層
が

下
が
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
投
資
詐
欺
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
圏
内
で
も
発
生
し
、
被
害
を
受
け
て
い

る
ケ
ー
ス
も
耳
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
闇
バ
イ
ト
募
集
に
よ
る
命
も
奪
わ
れ
か
ね
な
い
凶
悪
な
強
盗
事
件

が
都
市
近
郊
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
お
金
だ
け
で
は
な
く
自
ら
の
命
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
、
大
都
市
近
郊
で
の
被
害
で
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の

生
活
圏
内
に
も
、
い
つ
及
ぶ
の
か
不
安
が
残
り
ま
す
。
自
ら
の
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の

準
備
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
様
な
犯
罪
が
一
向
に
無
く
な
ら
な
い
の
は
何
故
で
し
ょ
う
。
特
殊
詐
欺
を
知
ら
な
い
と
い

う
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
「
自
分
は
騙
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
」
と
考
え
て
い
る
人
が
大
半

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
被
害
者
の
多
く
が
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
と
言
わ
れ
ま
す
。
特

殊
詐
欺
の
手
口
は
、
誰
で
も
騙
さ
れ
る
ほ
ど
巧
妙
で
、
年
齢
性
別
を
問
わ
ず
被
害
に
遭
う
可
能
性

が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
犯
行
に
お
よ
ぶ
前
に
、
念
入
り
な
情
報
収
集
を
行
い
、
聞
き
上
手
・
話

上
手
の
手
口
で
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
入
手
し
犯
行
を
狙
い
ま
す
。
「
自
分
は
絶
対
騙
さ
れ
な
い
」
と

過
信
し
て
い
る
方
は
危
険
で
、
過
信
は
油
断
と
な
り
、
警
戒
心
を
待
た
な
い
こ
と
で
、
巧
妙
な
特

殊
詐
欺
の
餌
食
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

① 第一印象
　一希　：優しく頼りがいがある。
　真祐子：楽器が上手。笑顔が印象的。
② 就農して感じたこと
　技術・知恵など糧がある父親、根気強い母親は、やっ
ぱりすごい！！
③ 将来の夢
　一希　：�沢山の友達家族との交流、家族旅行をし自宅

を建て笑顔で楽しく仲良く暮らしていく。
　真祐子：�自分で育てた野菜で何かつくりたい（加工品

等）
④ 家族への一言
　一希　：�愛を感じる気遣い・言葉・サポートの支えに

感謝。
　　　　　�いつも本当にありがとう、これからもよろし

くね！
　真祐子：�いつも優しさをありがとう、素敵な笑顔に感

謝しています！
⑤ 今後の農業経営について
　我が家の他品目栽培作物が将来の農業に適応している
か分からないが、時代の変化に対応し私たちも変化し柔
軟に頑張りたい。沢山の人を大切に、楽しい農業ができ
れば最高です！！
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2 目 次
　

そ
れ
で
は
ど
の
様
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
「
備
え
」
と
い
う

点
で
、
施
錠
の
徹
底
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
固
定
電
話
で
の
迷
惑
電
話
防
止
機
能
の
設
定
な
ど

の
対
策
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。　
　

　

実
際
に
直
面
し
た
時
は
、
普
段
か
ら
の
自
身
の
「
気
づ
き
」
で
備
え
る
こ
と
が
、
未
然
防
止
の

ポ
イ
ン
ト
と
言
わ
れ
ま
す
。
「
自
分
や
家
族
が
騙
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
警
戒
意
識
を

常
に
持
ち
、
「
特
殊
詐
欺
の
手
口
を
知
る
」こ
と
で
詐
欺
を
見
抜
い
た
り
、犯
人
の
話
に
違
和
感（
気

づ
き
）
を
持
つ
。
ま
た
、
「
ど
ん
な
情
報
も
伝
え
な
い
」
こ
と
で
犯
人
と
の
接
触
方
法
を
断
ち
切

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

間
違
っ
て
答
え
て
し
ま
っ
た
な
ど
、
少
し
で
も
不
安
に
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
近
く
の
誰
か
に
相

談
す
る
。
逆
に
、
身
の
回
り
の
方
が
悩
ん
で
い
そ
う
だ
っ
た
ら
話
を
聴
い
て
あ
げ
る
な
ど
の
人
と

人
と
の
繋
が
り
も
大
切
で
す
。
恥
ず
か
し
い
と
思
わ
ず
に
警
察
に
相
談
す
る
こ
と
が
安
心
の
近
道

で
す
。

　

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
「
備
え
」
と
「
気
づ
き
」
を
常
に
意
識
し
て
、
ま
た
、
家
族
や
地
域
の
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
自
身
の
財
産
と
命
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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す
く
す
く
大
樹

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、U
タ
ー
ン
・
I
タ
ー
ン
と
い

っ
た
後
継
者
に
加
え
、ふ
ら
の
管
内
に
嫁
い
で
こ
ら

れ
た
方
な
ど
、こ
の〝
ふ
ら
の
の
大
地
〞に
根
を
下
ろ

し
、現
在
進
行
形
で『
す
く
す
く
と
生
育
中
の
大
樹
』

を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
！

育て！
　担い

手 !!

大樹 No.7大樹 No.7大樹 No.7 大樹 No.8大樹 No.8大樹 No.8
〇エリア・地区：北エリア　上富良野地区
〇お名前：青

あお
地
ち
　幸
みゆき
　　〇生育年数：結婚して８年

〇ご出身：北見市常呂町
〇ご主人との馴れ初め：
　アグリパートナー対策本部実施の「オータムフェスティ
バル」に参加し、その時に夫とマッチング。交流会では、
夫が趣味の釣りを行うため、「北見に行って来た～」とそ
んな話題で意気投合！そのままお付き合いが始まり、自分
も実家は農家だった事もあり農業のイメージはあったの
で、１年後に結婚しました。
〇ふらのの印象：学生時代は山岳部に所属しており、十勝
岳に大会で登った事があり、北見は近くに海しか無いので、
上富良野は山に囲まれた良い街で、羨ましい環境だと思った。
〇地産地消で好きな食べ物or得意料理：お米を作付けし
ている事もありますが、子供達はおにぎりが大好き。特に、
具の入っていないお米本来の味が楽しめる塩むすびが好物
で、リクエストが多いため、よく握っています。（笑）
　あと、自家用に作っているスイートコーンも甘くて美味
しいので色んな料理に使えて家族からも好評です。
〇家族に対して一言：怪我や病気に気を付けて、健康でこ
れからも一緒に頑張って行きましょう。
〇今後の抱負：
　子供達も少し手が掛からなくなり、昨年から少し本格的
に農作業を手伝う事が出来る様になりました。メロンの管
理などは熟練の技術と知識が必要なので難しい事が多いで
すが、しっかり農業をやって行ける様になりたいです。

○エリア・地区：北エリア　上富良野地区
○お名前：一

いっ
色
しき

　美
み
咲
さき

○生育年数：結婚して４年
○ご出身：大阪
○ご主人との馴れ初め：
　農業に興味を持ち農業体験ができる所をインターネット
検索した際に、ＪＡふらのの交流会を知り参加したのがき
っかけでした。
○ふらのの印象：
　自然が豊かで子育てしやすい場所です。
　町の方の人柄も良く散歩しているとみなさん挨拶してく
ださるので、とてもいい町だなと感じます。
○地産地消で好きな食べ物or得意料理：
　義理のお母さんが作っている家庭菜園の野菜や、パパた
ちが頑張って作ってくれたジャガイモやかぼちゃが大好き
です。
　自然豊かなので畑で採れる山菜も楽しみの一つです。特
に天ぷらで食べるのが好きです。
○家族に対して一言：
　いつも優しく家族を大切にしてくれてありがとうござい
ます。
○今後の抱負：
　健康に気をつけながら楽しい家庭をつくっていきたいで
す。
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ふらのの大地5

知って得する
農業者年金 農業者年金で生活の安定を考えませんか？

農業者年金とは？ 農業のことを知りつくした農家のための年金です
こんなにかかる老後生活（現金支出で年額約284万円）
　高齢農家世帯（世帯主が65歳以上の夫婦2人）の家計費は、現金支出で月額約23万7千円が必要です。（総務省
家計調査などより）

国民年金の支給額は？サラリーマンの年金は？
　国民年金は、月々約6万8千円（40年加入の場合）夫婦あわせて月額約14万円です。厚生年金のモデルケースで
は、夫婦あわせて月額約23万円です。

農家の方は長寿ですが・・・
　老後はお金の心配をせずに暮らしたい。しかし、予測不可能な経済変動や思わぬケガ・病気もあります。
●65歳の日本人の平均余命は男性19年（84歳）、女性24年（89歳）
●農業者年金受給者はさらに長生きされるデータがあります。

“農業者年金の６つのポイント”

“農業者年金の３つのメリット”

女性に優しい　

6
ポイ
ント

1
ポイ
ント 農業者なら広く加入できる

2
ポイ
ント 積立方式・確定拠出型で少子高齢時代に強い

3
ポイ
ント 保険料は、月額２万円（35歳未満で政策支援加入の対象とならない方は1万円）から6万7千円の間で自由に決められる

4
ポイ
ント 終身年金。80歳前に亡くなられた場合は、死亡一時金がある

5
ポイ
ント 税制面で優遇措置がある

一定の要件を満たす農業者には保険料の国庫補助がある

●奥様も単独で入れます。
●女性農業者の長い老後をしっ
かりサポートします！

●女性農業者の老後の安心は自
分で確保

●家族経営協定で保険料の国
庫補助も

若年層には
手厚い政策支援
（保険料補助）

国民年金第1号被保険者等の農
業者年金への加入要件に加え、
●39歳までに加入
●農業所得が900万円以下
●認定農業者で青色申告者等
　を満たせば受けられます。

税制面で
大きな優遇

●支払った保険料は全額が社会
保険料控除の対象となりま
す。
●運用益は非課税です。
●将来年金として受け取る際
も、大きな控除があります。

メリット1 メリット2 メリット3

February 2025
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ふらのの大地 6

詳しい内容をお知りになりたい方は
　本所　総務課又は各エリア事務所　金融課までお問い合わせください

February 2025
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青 年 部 か
  ら

令
和
６
年
度　

子
供
農
作
業
体
験
事
業
を
終
え
て

青
年
部
南
支
部
山
部
地
区

　

12
月
19
日
、
山
部
小
学
校
に
お
い
て

今
年
度
の
農
作
業
体
験
事
業
に
参
加
し

た
５
・
６
年
生
11
名
の
児
童
と
青
年
部

の
東
海
林
地
区
長
と
高
田
部
員
が
家
庭

科
の
調
理
実
習
で
新
米
の
試
食
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
５
年
生
、
６
年
生
が
分
業

し
お
米
を
炊
き
、
み
そ
汁
を
作
り
、
お

か
ず
に
ジ
ャ
ー
マ
ン
ポ
テ
ト
を
作
り
ま

し
た
。
ご
飯
は
４
種
類
の
具
で
お
に
ぎ

り
を
握
り
ま
し
た
。

　

具
は
塩
・
ツ
ナ
マ
ヨ
・
コ
チ
ュ
ジ
ャ

ン
、
悪
魔
の
お
に
ぎ
り
（
あ
お
の
り
・

め
ん
つ
ゆ
・
て
ん
か
す
、
こ
れ
が
メ
ッ

チ
ャ
う
ま
い
）

　

皆
美
味
し
く
い
た
だ
き
、
「
農
作
業

は
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
出
る
な
ど
、
児
童
た
ち

に
と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

女 性 部 か
  ら

情
報
発
信
部
会
の
ん
の

『
パ
ソ
コ
ン
教
室
』
開
催

　

12
月
18
日
、
19
日
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
本
所
会
議
室
に
て
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
女
性
部
情
報

発
信
部
会
「
の
ん
の
」
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
開
催
さ
れ
、
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

目
黒
史
様
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
初
級
編
パ
ソ
コ
ン
教
室
と
、
毎
年
恒
例
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
級
編
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
は
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
を
使
用
し
て
文
字
や
画
像
の
挿
入
・
編

集
、
ペ
ー
ジ
設
定
方
法
な
ど
の
基
本
操
作
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
カ
レ
ン
ダ

ー
作
り
は
、
各
々
が
今
年
撮
り
た
め
た
家
族
や
景
色
な
ど
の
写
真
を
用
い
て
、
講
師

の
方
に
ご
教
授
い
た
だ
き
な
が
ら
取
組
み
ま
し
た
。
レ
イ
ア
ウ
ト
や
フ
ォ
ン
ト
な
ど

い
ろ
い
ろ
悩
み
な
が
ら
も
、
今
年
も
個
性
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し

ま
し
た
。
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㈱
新
和
様
に
よ
る
資
材
販

売
会
、
ま
た
女
性
部
員
に

よ
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
展
示

販
売
会
を
行
い
ど
ち
ら
も

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

女 性 部 か
  ら

←フレミズInstagramはこちらから

講師　大槻様 カラフルなタイル

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会

12
月
全
体
交
流
会
開
催

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
女
性
部　

新
年
の
集
い　

開
催

　

12
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
、
全
体
交
流
会
と
し

て
「
玉
葱
選
果
場
見
学
・
表
情
筋
ケ
ア
講
座
」
を
開
催
し
、17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
扇
山
の
玉
葱
選
果
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
選
果
場
が
稼
働
し
て
か
ら
１

年
以
上
経
ち
ま
す
が
、
見
学
し
て
み
た
か
っ
た
が
な
か
な
か
機
会
が
な
か
っ
た
と
い

う
部
員
も
お
り
、
職
員
の
説
明
を
聞
き
入
り
な
が
ら
先
端
技
術
や
規
模
の
大
き
さ
に

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
「
表
情
筋
ケ
ア
講
座
」
で
は
、
今
年
度
の
フ
レ
ミ
ズ
部
会
２
月
全
体

交
流
会
で
も
お
招
き
し
た
、
元
Ｔ
Ｖ
リ
ポ
ー
タ
ー
で
伝
え
方
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
渡

辺
麻
衣
子
様
に
再
度
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
笑
顔
を
自
然
と
出
せ
る
た
め
の

10
の
技
法
」
と
題
し
て
、
目
、
頬
、
口
、
頭
皮
の
表
情
に
関
わ
る
筋
肉
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
そ
の
コ
ツ
を
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
表
情
が
明
る
く

な
っ
た
気
が
す
る
」
「
家
で
も
継
続
し
て
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
の
活
動
の
様
子
は
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
に
も
投
稿
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

１
月
10
日
本
所
事
務
所
に
お
い
て
、
女
性
部
全
体

事
業
「
新
年
の
集
い
」
を
開
催
し
女
性
部
員
49
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
全
体
事
業
は
、
午
前
午
後
の
２
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
野
良
窯
（
下
五
区
）
の
大
槻
様
ご
夫
妻

に
よ
る
タ
イ
ル
ト
レ
イ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま

し
た
。タ
イ
ル
ト
レ
イ
製
作
は
、四
角
・
丸
・
涙
型
・

花
形
な
ど
様
々
な
形
や
、
大
小
の
タ
イ
ル
を
Ａ
５
サ

イ
ズ
程
の
木
枠
に
並
べ
、
接
着
剤
と
セ
メ
ン
ト
を
使

っ
て
固
め
ま
す
。
乾
い
た
ら
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
完

成
で
す
。
部
員
は
カ
ラ
フ
ル
な
タ
イ
ル
に
目
移
り
し

な
が
ら
、
サ
ク
サ
ク
と
構
図
を
決
め
て
製
作
を
進
め

る
方
、
タ
イ
ル
選
び
を
楽
し
ん
で
進
め
る
方
な
ど

各
々
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
に
は
イ
メ

ー
ジ
ど
お
り
の
作
品
が
で
き
上
が
り
、
美
的
セ
ン
ス

を
磨
か
れ
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

他
の
会
場
で
は
、オ
ガ
ー
ル
店
の
ミ
ニ
シ
ョ
ッ
プ
、～完成作品～

午前グループ午後グループ

February 2025
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ヨガエクササイズ

若
妻
会
ヨ
ガ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

ふ
ら
の
農
協
酪
農
部
会
青
年
部
若
妻

会
は
、
12
月
13
日
会
員
４
名
参
加
の
も

と
ふ
ら
の
農
協
本
所
に
て
、
ヨ
ガ
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
山
縣
先
生
よ
り
、
体
で
疲

れ
て
い
る
場
所
な
ど
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

が
あ
り
、
無
理
の
な
い
体
勢
で
の
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
が
行
わ
れ
、
心
身
共
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
お
り
ま
し
た
。
会
員
か

ら
は
「
今
後
も
ヨ
ガ
体
験
を
続
け
て
ほ

し
い
」
と
の
声
が
あ
り
、
健
康
維
持
の

た
め
に
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ヨ
ガ
体
験
終
了
後
、
市
内
の
飲
食
店

で
昼
食
会
を
行
い
普
段
の
仕
事
の
悩
み

や
子
育
て
に
つ
い
て
会
話
が
弾
み
、
と

て
も
良
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

金 融金 融
共済部共済部

Ｊ A か
  ら

防
犯
意
識
向
上
へ　

強
盗
を
想
定
し
訓
練

　

12
月
12
日
、
本
店
金
融
店
舗
に
お
い
て
、
防
犯
訓
練
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

年
末
に
向
け
、金
融
機
関
を
狙
っ
た
強
盗
事
件
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

職
員
の
防
犯
意
識
の
高
揚
と
非
常
時
に
お
け
る
職
員
間
の
意
思
疎
通
の
確
認
、
強
盗

や
特
殊
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
訓
練
は
、
富
良
野
警
察
署
生
活
安
全
課
の
協
力
を
得
て
、
本
店
１
階
金

融
フ
ロ
ア
ー
に
て
、
強
盗
に
扮
し
た
警
察
官
が
刃
物
を
持
っ
て
店
内
に
侵
入
。
窓
口

カ
ウ
ン
タ
ー
前
で
、
窓
口
職
員
に
対
し
て
「
金
を
出
せ
」
、
「
全
員
手
を
挙
げ
ろ
」

と
現
金
を
要
求
し
て
、
現
金
を
受
け
取
り
逃
走
。
職
員
が
追
跡
す
る
と
い
う
訓
練
で

し
た
。

　

訓
練
後
に
、
警
察
の
方
か
ら
「
犯
人
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
、
役
割
を
決
め
て
対

酪 農酪 農
部 会部 会

生 産 部 会 か
  ら

応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
非
常
通
報
装
置
の
ボ

タ
ン
を
早
く
押
し
、
警
察
に
知
ら
せ
て
も
ら
え
ば
５
分
で
警

察
が
駆
け
つ
け
ま
す
。
ま
た
、
凶
器
な
ど
犯
人
の
遺
留
物
が

あ
れ
ば
、
触
っ
た
り
し
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ

い
。
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
含
め
た
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
強
盗
で
は
な
い
が
、
最
近
は
特
殊
詐
欺
が
頻
発
し
て

い
る
の
で
、
「
お
客
様
が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
や
振
込
で
、

特
殊
詐
欺
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
警
察
に
相
談
し
て
欲
し
い
」

と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
い
ざ
と
い
う
時
に
使
用
す
る
非
常
通
報
装

置
に
つ
い
て
、
日
本
防
災
通
信
協
会
の
方
か
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
非
常
通
報
装
置
に
つ
い
て
、
正
し
い
使
用
方
法
や

注
意
点
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
迅
速
に
非
常
通
報
装
置
を

使
用
で
き
る
よ
う
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
非
常
通
報
装
置
は

強
盗
だ
け
で
は
な
く
、金
融
機
関
で
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
、

カ
ス
ハ
ラ
で
も
、
「
職
員
の
身
に
危
険
が
迫
る
よ
う
な
場
合

は
躊
躇
な
く
、
非
常
通
報
装
置
を
押
す
よ
う
に
」
と
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
防
犯
訓
練
を
活
か
し
、
日
頃
よ
り
、
防
犯
へ
の
取

り
組
み
を
実
践
し
、防
犯
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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女 性女 性
大 学大 学

女 性女 性
大 学大 学

Ｊ A か
  ら

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
女
性
大
学　

手
芸
講
座

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
女
性
大
学　

陶
芸
教
室

　

１
月
８
日
、女
性
大
学
第
14
期
生
（
１
年
生
）

の
第
５
回
講
座
と
し
て
手
芸
講
座
を
行
い
、
学

生
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
は
中
富
良
野
町
の
久
保
照
美
様
を

講
師
に
お
招
き
し
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ

た
「
ス
ワ
ッ
グ
作
り
」
を
、
午
後
に
は
家
の
光

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
新
聞
紙
エ
コ
バ
ッ
グ
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ス
ワ
ッ
グ
作
り
で
は
、
色
合
い
や
配
置
、
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
、
何
度
も
配
置

を
変
え
確
認
し
、
お
好
き
な
色
の
リ
ボ
ン
や
ひ

も
を
付
け
て
、
思
い
思
い
の
ス
ワ
ッ
グ
を
作
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

副
学
長
３
名
が
講
師
を
務
め
た
新
聞
紙
エ
コ

バ
ッ
グ
作
り
は
、
細
か
い
作
業
や
少
し
分
か
り

づ
ら
い
工
程
も
あ
り
ま
し
た
が
、
学
生
た
ち
は

　

12
月
11
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
、
女
性
大
学
13
期
生
（
２
年
生
）
の
第
９
回
目
の

講
座
と
し
て
、
富
良
野
市
下
五
区
「
野
良
窯
」
に
て
陶
芸
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
学

生
18
名
が
６
班
に
分
か
れ
て
、
電
動
ろ
く
ろ
と
手
び
ね
り
で
、
お
皿
や
マ
グ
カ
ッ
プ

な
ど
を
造
形
し
ま
し
た
。

　

こ
の
陶
芸
教
室
は
２
年
生
の
恒
例
講
座
と
な
っ
て
お
り
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
学

生
の
多
い
講
座
で
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の
学
生
は
、
し
っ
か
り
と
作
り
た
い
物
の
イ
メ

ー
ジ
を
固
め
て
き
て
い
る
方
が
多
く
、
手
際
よ
く
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
初
め
て
陶
芸
を
体
験
す
る
学
生
か
ら
は
、
難
し
そ
う
と
不
安
に
感
じ
る
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
が
、
大
槻
恭
敬
先
生
に
積
極
的
に
質
問
し
、
悩
み
な
が
ら
も
素
敵
な
作
品

を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

電
動
ろ
く
ろ
で
は
、
大
槻
先
生
の
丁
寧
な
ご
指
導
の
下
、
見
事
な
花
器
や
お
椀
、

カ
ッ
プ
な
ど
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
手
び
ね
り
で
は
、
思
い
思
い
の
形
、
模

様
の
お
皿
や
表
札
、
置
物
な
ど
を
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
乾
燥
、
焼
成
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
完
成
は
３
月
頃
に
な
る
と
説
明
が

あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
出
来
上
が
り
が
楽
し
み
」
「
先
生
の
お
か
げ
で
す
て
き
な

作
品
が
作
れ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

副
学
長
に
都
度
確
認
を
し
な
が
ら
、

器
用
に
制
作
し
て
い
ま
し
た
。
色
鮮

や
か
な
新
聞
広
告
を
活
か
し
た
バ
ッ

グ
を
作
っ
た
方
や
、
短
い
時
間
内
で

複
数
個
作
ら
れ
る
方
も
お
り
、
各
々

楽
し
そ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
手
芸
講
座
で
、
１
年
生
と

し
て
の
講
座
が
す
べ
て
終
了
し
ま
し

た
。
４
月
に
始
業
式
を
開
催
し
、
２

年
生
と
し
て
の
講
座
を
お
こ
な
っ
て

い
く
予
定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
学
生

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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労 働労 働
組 合組 合

Ｊ A か
  ら

大会の様子

ふ
ら
の
農
協　

職
員
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　

ふ
ら
の
農
協
労
働
組
合
主
催
で
11
月
30
日
、
12
月

８
日
に
中
富
良
野
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て

農
協
共
催
の
も
と
、
運
動
不
足
の
解
消
と
職
員
間
の

交
流
を
目
的
に
例
年
実
施
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
「
第
３
回
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
本
年
度
の
職
員
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

は
６
月
に
開
催
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
引
続
き

第
２
弾
と
な
り
ま
す
。
若
手
職
員
を
中
心
と
し
た
実

行
委
員
が
大
会
の
参
加
の
呼
び
か
け
を
積
極
的
に
行

い
、
２
日
間
で
延
べ
約
84
名
、
８
チ
ー
ム
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
２
日
間
で
交
流
戦
や
リ
ー
グ
戦
と
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
決
勝
戦
は
接
戦

と
な
り
、チ
ー
ム「
敗

北
を
知
り
た
い
ア
フ

ロ
デ
ィ
ー
テ
」
が
３

年
連
続
の
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
し

た
職
員
か
ら
は
「
部

の
垣
根
を
超
え
た
交

流
が
で
き
た
」
「
体

を
動
か
せ
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
職
員
の
健

康
と
交
流
の
輪
を
広

め
て
日
々
の
業
務
に

励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

大会終了後の集合写真

　次のとおり確定申告会場を開設します。
　確定申告会場への入場には「入場整理券」(LINE公式アカウントで事前発行もしくは会場で当日配付）
が必要となり、配付状況に応じて後日の来場をお願いする場合があります。
　また、申告書等の作成に当たっては、マイナンバーカードを利用したスマホ申告をご案内しています。
マイナンバーカードを利用したスマホ申告を行うためには、マイナンバーカードのほか、カード発行時に
設定した２種類のパスワード(４ケタと６ケタ以上）が必要となりますので、事前に確認をお願いしま
す。
　おって、税務行政のデジタル化における手続等の見直しの一環として、令和７年１月から、申告書等の
控えに収受日付印の押なつを行わないこととしましたので、書面で申告書等を提出される場合には、必要
に応じて、ご自身で控えの作成及び保有、提出年月日の記録・管理をお願いします。

　●開  設  期  間　　令和7年2月17日（月）から
　　　　　　　　　　令和7年3月17日（月）まで
　●相談受付時間　　平日：午前9時から午後4時まで
　●確定申告会場　　富良野税務署
　　　　　　　　　　　　富良野市桂木町３番２

【富良野税務署からのお知らせ】

収受日付印の
押なつについては
こちら→

February 2025
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異動辞令
発令日 新任配属部署名 氏　　　名 前 任 配 属 部 署 名

令和6年12月1日 営農部　畜産課　畜産係 押
おし

　切
きり

　　　諒
まこと

購買部　燃料自動車課　新富給油所　営業係

発令日 所　　属　　部　　署　　名 氏　　　名

令和6年12月9日 総務部　経理課　経理係 山
やま

　本
もと

　愛
あゆ

　美
み

本採用辞令

発令日 所　　属　　部　　署　　名 氏　　　名

令和7年1月10日 加工食品部　シレラ工場　シレラ工場係　試用職員 吉
よし

　田
だ

　将
しょう

　伍
ご

採用辞令

February 2025
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職  員  紹  介
　令和6年度新採用の職員一人一人にスポットをあててご紹介します！お見かけの際
は、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。ＱＲコードでは自己紹介やお気に
入りの音楽など紹介しています。ご興味のある方はアクセスしてみてください。

名　前：松
まつ
　本

もと
　繕

よし
　樹

き

出身地：富良野市　　出身校：富良野高校
趣味：
　プロ野球テレビ観戦
これをやっている時が幸せ～：
　子供の成長を見ているとき
自己アピール：
　体力とやる気だけはありますのでよろしくお願いいたしま
す！
５年後に達成したい目標：
　（仕事編）�加工食品業務で事故なく安定した製造を継続して

いきたいです。
　（プライベ�ート編）子供と一緒にキャッチボールをしていた

いです。
上司から：
　本人のアピールにもある通り、驚異的な体力によって現場を
引っ張って頂いており、持ち前の明るさから部署のムードメー
カーでもあります。
（組合員の皆さんへ）素晴らしい富良野産加工品を製造するこ
とによって富良野の玉葱や人参のアピールに繋がればと願って
おります。

名　前：髙
たか
　橋

はし
　歩

あゆ
　実

み

出身地：富良野市　　出身校：藤女子大学
これをやっている時が幸せ～：
　辛い物を食べることや、お酒を飲むとき
好きな農産物：
　トマトを使った塩トマトラーメン
　ブロッコリーをどっさり入れたカレー
目標にしている先輩：
　福田主任のように、お客さんから聞かれたことに何でも
答えられるようになりたいです。
5年後に達成したい目標：
　（仕事編）�お客さんから、「気軽に何でも聞きやすい」「頼

りになる」と思われるような職員になってい
たいです。

先輩から：
　いつも笑顔で丁寧な対応で頑張ってくれています。人数
の少ない店舗でやる事・覚える事多くて大変ですが今後も
一緒に頑張っていきましょう。
（組合員の皆さんへ）日々の成長をあたたかく見守ってい
ただき応援していただけると幸いです。髙橋係が笑顔いっ
ぱいで皆様のご来店をお持ちしております。

加工食品部
加工業務課
加工業務係

金融共済部
春日金融出張所係

ＱＲコード：自己紹介

ＱＲコード：自己紹介

人参濃縮工程の様子

接客ロールプレイングの様子

February 2025
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本
研
修
は
気
候
や
地
理
的
条
件
の
異
な
る

農
業
生
産
現
場
を
視
察
し
て
知
見
を
深
め
、

農
業
者
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
り
、
自
家

の
経
営
発
展
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
12
月
２
～
５
日
の
日
程
で

北
九
州
地
方
に
行
き
ま
し
た
。

　

研
修
の
合
間
に
は
観
光
地
散
策

や
ご
当
地
グ
ル
メ
に
舌
鼓
。
有
意

義
な
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告
会
を

12
月
24
日
に
行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
は
、
よ
り
良
い
農
業
経
営
を
実
現
す
る

た
め
に
自
家
の
生
産
作
物
に
つ
い
て
課
題
を

設
定
し
て
、
そ
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
過

程
で
専
門
的
な
技
術
や
知
識
の
修
得
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
普
及
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤
係

長
を
お
迎
え
し
、
発
表
の
後
に
、
講
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 AGRIAGRIAGRIAGRI

教育活動紹介

育て農の担い手！
富良野緑峰高等学校
農業特別専攻科

AGRIAGRIAGRIAGRI
教育活動紹介

育て農の担い手！
富良野緑峰高等学校
農業特別専攻科

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会

農
業
先
進
地
視
察
研
修

お互いの取組を発表することで、学生同士が
大きな刺激を受けます。

大分豪雨災害の復興途上にある農場。強い
精神力を感じました。

労働時間短縮や女性も働きやすい職場づく
りをする福岡の大規模農家。

令和７年度　富良野市内新設高等学校 農業特別専攻科 学生募集
　自家の農業に従事しながら、専門的知識・技術を学びたい方なら年齢や性別に関係なく出願できます。
　修業年限は２年です。
●出願資格　高等学校またはこれに準じる学校を卒業した者(令和７年３月末日までに卒業見込みの者を含む。)
　　　　　　または本校校長が高等学校を卒業した者と同等の学力があると認めた者
●募集人員　20名
●出願期間　＜１次＞令和７年１月９日(木)午前９時から１月17日(金)正午まで（土日、祝日を除く）
　　　　　　＜２次＞令和７年２月12日(水)午前９時から３月14日(金)正午まで
　　　　　　　　　　（土日、祝日、３月１日～３月６日を除く）
●検 査 日　＜１次＞令和７年１月31日(金)午前10時
　　　　　　＜２次＞令和７年３月25日(火)午前９時
●検査会場　北海道富良野市内新設高等学校
　　　　　　（現 富良野緑峰高校）　　　　 　　＊願書等は直接、農業特別専攻科へ請求してください。
●検査内容　作文および面接 TEL・FAX　０１６７－２２－２５９４

入試情報や活動内容はホー
ムページやfacebookでも
確認できます

ホームページfacebook

February 2025
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　令和６年１２月２５日、本所役員会議室で第１２回理事会
が開催され、次の事項について報告、協議、承認され
ました。

■ 報告事項 ■

第12回 理事会報告

１．事業及び一般概況について
２．内部監査実施結果報告について
３．みのり監査法人の期中Ⅱ監査結果について
４．不祥事再発防止策の進捗報告について
５．令和６年度　決算収支見込みについて
６．令和６年度　決算棚卸日程について
７．組合員加入状況報告について
８．組合員懇談会の意見要望と回答について
９．マネロン等の防止にかかる対応状況について
１０．金融における相談・苦情等対応状況について（定

期報告）
１１．共済における相談・苦情等対応状況について（定

期報告）
１２．融資報告について
１３．理事に対する利益相反取引の事後報告について
１４．令和６年度　年末資金貸出状況について
１５．令和６年度　離農組合員の状況について
１６．青果物販売状況報告について
１７．畜産取扱状況報告について
１８．青果第２課関係品目精算総括について
１９．令和６年産　にんじん精算報告について
２０．令和６年産　米の入庫実績について
２１．令和６年産　個人調製玄米買取実績について
２２．令和５年産　共計大豆本精算について
２３．令和７年度　農薬価格情勢・農薬取扱要領（一

部改定）について

２４．購買事業における債権（未収金）償却について
２５．Ｒ４～Ｒ６　地区別秋小麦反収実績について
２６．種子馬鈴しょ原原種の萌芽不良に対する補償に

ついて
２７．令和６年産　民間流通麦二次概算金の支払い及

び令和５年産　民間流通麦の共同精算について
２８．令和５年産　米の共同計算について
２９．与信先の状況報告について

１．令和７年度　内部監査計画について
２．令和７年度　経営定期点検実施計画について
３．令和６年度　第３四半期監事監査の回答につい

て
４．令和７年度　機構改革について
５．農業協同組合の検査指摘事項に対する改善状況

等について
６．信用事業方法書の一部改正について
７．融資案件について
８．役員に対する融資案件について
９．令和７年度　購買部基準手数料設定について
１０．令和７年度　販売部（青果）新規固定資産取得

事前発注について

□ 協議事項 □

February 2025
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連
載
コ
ラ
ム
　  

農
業
今
昔
物
語 

〜
穀
物
を
自
給
せ
よ
！
〜

小麦の歴史

第
3
章

　
小
　
麦

　
　
　
　
～
聖
書
の
時
代
か
ら
の
最
古
の
穀
物
～

　

先
月
号
の
コ
ラ
ム
で
紹
介
さ
れ

た
水
あ
め
、
主
成
分
は
麦
芽
糖
と

言
わ
れ
、
普
通
の
お
砂
糖
（
シ
ョ

糖
）
の
６
割
程
度
の
甘
さ
を
も
つ

糖
類
の
１
種
で
す
。

　

麦
芽
糖
と
い
う
く
ら
い
で
す
か

ら
、
元
々
は
麦
芽
か
ら
作
ら
れ
て

い
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
麦
芽
に

含
ま
れ
る
『
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
』
と
い

う
で
ん
粉
を
分
解
し
て
糖
分
に
変

え
る
酵
素
の
働
き
を
利
用
し
た
も

の
で
し
た
。
麦
よ
り
も
お
米
の
方

が
で
ん
粉
が
多
い
た
め
、
か
つ
て

は
『
麦
芽
＋
お
か
ゆ
』
と
い
う
組

合
せ
で
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。

　

と
言
う
こ
と
は
、
『
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
＋

で
ん
粉
』
と
い
う
組
合
せ
で
あ
れ
ば
水

あ
め
（
麦
芽
糖
）
は
作
れ
る
こ
と
に
な

る
わ
け
で
、
今
回
は
北
海
道
ら
し
く
で

ん
粉
豊
富
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
て
水

あ
め
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①�

ジ
ャ
ガ
イ
モ
か
ら
で
ん
粉
を
取
り
出

す
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
４
つ
）
を
す
り
お
ろ

し
て
ボ
ウ
ル
に
水
を
張
っ
て
静
置
す

る
。

・
１
時
間
も
す
れ
ば
で
ん
粉
が
沈
殿
す

る
の
で
、
上
澄
み
を
捨
て
て
再
度
水

を
入
れ
て
洗
う
。

・
上
記
を
２
～
３
回
繰
り
返
す
と
、
不

純
物
の
無
い
綺
麗
な
『
ジ
ャ
ガ
イ
モ

で
ん
粉
』
が
取
れ
ま
す
。

・
メ
ン
ド
ク
サ
イ
場
合
に
は
、
市
販
の

片
栗
粉
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
（
で
も
、
こ

の
過
程
が
楽
し
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

　

本
当
に
面
倒
な
ら
水
あ
め
を
買
え

ば
い
い
し
）。

②
で
ん
粉
を
糊
化
さ
せ
よ
う

・
で
ん
粉
に
ヒ
タ
ヒ
タ
に
な
る
く
ら
い

の
水
を
入
れ
、
火
に
か
け
る
（
あ
ん

ま
り
水
を
入
れ
る
と
、
最
後
に
煮
詰

め
る
の
が
大
変
に
な
り
ま
す
）。

・
し
ば
ら
く
す
る
と
、
に
ご
っ
て
い
た

水
が
透
明
に
な
っ
て
き
ま
す
（
こ
れ

が
『
糊
化
』
で
す
）
の
で
、
焦
げ
付

か
な
い
よ
う
に
全
体
が
き
れ
い
に
透

明
に
な
る
ま
で
中
火
で
３
～
５
分
ほ

ど
か
き
混
ぜ
な
が
ら
加
熱
し
ま
す
。

・
全
体
が
綺
麗
に
糊
化
し
た
ら
、
火
か

ら
下
ろ
し
て
自
然
に
冷
ま
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

・
ち
な
み
に
、
『
糊
化
』
は
「
こ

か
」
若
し
く
は
「
の
り
か
」
と

読
み
ま
す
。

③
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
を
取
り
出
そ
う

・
大
根
（
１
/
４
本
）
を
皮
を
む

い
て
、
粗
く
す
り
お
ろ
し
ま
す

（
本
当
は
皮
付
き
の
ま
ま
で
い

い
の
で
す
が
、
身
を
食
べ
る
こ

と
を
考
え
た
ら
む
い
た
方
が
い

い
で
す
）。

≪
耳
寄
り
レ
シ
ピ
～ 

水
あ
め
を
作
っ
て
み
よ
う
！
≫
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連
載
コ
ラ
ム
　  

農
業
今
昔
物
語 

〜
穀
物
を
自
給
せ
よ
！
〜

小麦の歴史

Ｐ
Ｎ
《
へ
そ
の
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
》

・
大
根
お
ろ
し
を
布
で
こ
し
て
、

身
は
サ
ン
マ
の
つ
け
合
わ
せ
に

で
も
し
て
、
絞
り
汁
を
湯
煎
で

温
め
ま
す
（
注
意
！
：
ア
ミ
ラ

ー
ゼ
は
65
度
以
上
に
な
る
と
壊

れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

以
上
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
⇨
沸
騰
し
た

お
湯
も
Ｎ
Ｇ
で
す
）。

④
糊
化
で
ん
粉
と
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
の

出
会
い
～
あ
と
は
若
い
二
人
に

任
せ
て
～

・
65
度
く
ら
い
ま
で
冷
ま
し
た
糊

化
で
ん
粉
に
、
65
度
く
ら
い
ま

で
温
め
た
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
（
大
根

絞
り
汁
）
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
、

よ
く
攪
拌
し
ま
す
。

・
後
は
、
温
度
が
こ
れ
以
上
冷
め

な
い
よ
う
、
魔
法
瓶
に
入
れ
る

か
、
量
が
多
い
場
合
に
は
炊
飯

ジ
ャ
ー
に
入
れ
て
、
蓋
を
開
け

た
ま
ま『
保
温
』に
し
ま
す（
炊

飯
ジ
ャ
ー
の
保
温
は
70
度
く
ら

い
な
の
で
、
蓋
を
閉
め
る
と
熱

く
な
り
す
ぎ
ま
す
）。

・
こ
の
ま
ま
、
８
時
間
ほ
ど
放
置
し
ま

す
（
な
の
で
、
寝
る
前
に
セ
ッ
ト
す

る
の
が
ベ
ス
ト
）

⑤
後
は
ひ
た
す
ら
煮
詰
め
る
べ
し
！

・
８
時
間
経
過
し
た
も
の
を
お
鍋
に
入

れ
て
、
今
度
は
し
っ
か
り
と
煮
詰
め

て
い
き
ま
す
。

・
途
中
、
灰
汁
が
出
る
の
で
そ
れ
を
ち

ょ
ぃ
ち
ょ
ぃ
取
り
除
き
な
が
ら
、
焦

げ
な
い
よ
う
に
終
盤
は
弱
火
で
煮
詰

め
て
く
だ
さ
い
。

・
だ
い
た
い
最
初
の
で
ん
粉
の
量
く
ら

い
ま
で
煮
詰
め
た
ら
完
成
で
す
。

・
出
来
上
が
っ
た
も
の
は
、
広
口
の
耐

熱
ビ
ン
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
で
保
存
す

れ
ば
、
１
ヶ
月
以
上
は
楽
し
む
こ
と

が
出
来
ま
す
。

⑥
作
っ
た
な
ら
食
す
べ
し
！
！
！

・
水
あ
め
を
そ
の
ま
ま
舐
め
て
も
い
い

ん
で
す
が
、
料
理
と
言
え
ば
思
い
浮

か
ぶ
の
は
大
学
芋
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

・
筆
者
は
水
あ
め
と
い
う
と
『
南
部
せ

ん
べ
い
で
水
あ
め
を
サ
ン
ド
し
た
や

つ
』
が
子
ど
も
の
頃
大
好
き
だ
っ
た

ん
で
す
が
、
実
は
料
理
全
般
に
使
う

こ
と
が
出
来
ま
す
（
よ
く
こ
ぼ
し
て

服
を
べ
と
べ
と
に
し
て
は
母
親
に
引
っ

叩
か
れ
た
の
も
いい
思
い
出
で
す
）。

・
特
に
和
食
の
煮
物
系
と
相
性
が

抜
群
で
、
綺
麗
な
照
り
が
出
る

の
で
豚
の
角
煮
な
ど
は
明
ら
か

に
１
ラ
ン
ク
上
の
見
た
目
に
な

り
ま
す
。

・
ま
た
、
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
ジ

ャ
ム
を
作
る
と
き
な
ど
も
、
砂

糖
だ
け
で
は
シ
ャ
バ
シ
ャ
バ
し

や
す
い
水
分
の
多
い
フ
ル
ー
ツ

で
も
、
元
々
粘
り
の
あ
る
水
あ

め
を
使
え
ば
市
販
品
の
よ
う
な

仕
上
が
り
の
ジ
ャ
ム
を
作
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

身
の
回
り
の
食
材
か
ら
出
来

る
、
と
い
う
驚
き
が
あ
る
上
に
、

き
ち
ん
と
科
学
理
論
に
基
づ
い
た

反
応
で
作
ら
れ
る
、
と
い
う
『
子

ど
も
と
一
緒
に
作
る
の
に
ぴ
っ
た

り
』
な
水
あ
め
、
是
非
あ
な
た
の

ご
家
庭
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い　
　

 　
　
　

。

（
・`ω・́

）９
ｍ
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旭
川
厚
生
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
　

　
看  

護  

師
　
引
　
田
　
未
　
来

ラ
ジ
オ
体
操
で
リ
ン
パ
の
流
れ
を
活
発
化
さ
せ

生
き
生
き
し
た
毎
日
を
過
ご
そ
う

健康
メモ

　
み
な
さ
ん
、
寒
い
冬
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
季
節
は
、
身
体

が
冷
え
、
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
働
き
が

弱
ま
っ
て
、
内
臓
の
働
き
を
守
る
た
め

に
皮
下
脂
肪
が
溜
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

活
動
量
が
減
る
と
筋
肉
量
も
低
下
し
、

リ
ン
パ
の
流
れ
も
滞
り
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
全
身
に
巡
っ
て
い
る
リ

ン
パ
に
は
、
次
の
よ
う
な
働
き
が
あ
り

ま
す
。

【
リ
ン
パ
の
働
き
】

・
酸
素
や
栄
養
を
細
胞
に
届
け
る

・
細
胞
の
新
陳
代
謝
に
よ
っ
て
排
出
さ

れ
た
二
酸
化
炭
素
や
老
廃
物
を
運
ぶ

・
体
内
に
入
っ
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を

退
治
し
て
除
去
す
る

　
リ
ン
パ
の
流
れ
が
滞
る
と
、
身
体
の

中
の
古
い
細
胞
や
老
廃
物
が
排
出
さ
れ

に
く
く
な
り
、
む
く
み
・
肩
こ
り
・
冷

え
・
肌
荒
れ
な
ど
様
々
な
症
状
が
現
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。

【
ラ
ジ
オ
体
操
の
効
果
】

　
そ
ん
な
と
き
、
み
な
さ
ん
に
お
勧
め

し
た
い
の
が
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
す
。

　
近
年
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
取
り
組

み
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
ラ
ジ
オ
体
操

の
効
果
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
ラ
ジ
オ
体
操
が
初
め
て
テ
レ
ビ
で

放
送
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
３
年
（
１
９

２
８
年
）
と
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
魅
力
は
全
世
代
が
楽
し

く
無
理
な
く
継
続
で
き
、
お
金
を
か
け

ず
に
取
り
組
め
る
こ
と
で
す
。
日
常
生

活
に
う
ま
く
取
り
入
れ
る
こ
と
で
様
々

な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
、
ラ
ジ
オ
体
操
第

２
と
も
に
約
３
分
間
の
運

動
で
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
を

週
５
日
以
上
か
つ
３
年
以

上
実
践
し
て
い
る
55
歳
以

上
の
男
性
２
１
１
人
、
女

性
３
３
２
人
、
合
計
５
４

３
人
を
対
象
に
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
体
内
年
齢
は

実
年
齢
よ
り
10
歳
～
20
歳

若
く
、
骨
密
度
な
ど
の
数

値
も
良
好
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
血
管
年
齢
や
体
力

年
齢
も
実
年
齢
よ
り
若
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
な

ど
、
ラ
ジ
オ
体
操
が
健
康

づ
く
り
に
効
果
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　
ラ
ジ
オ
体
操
は
普
段
動
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か
さ
な
い
筋
肉
を
含
め
て
、
約
４
０
０

種
類
も
の
筋
肉
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
刺
激

し
、
筋
力
を
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
ま
す
。

筋
力
が
増
え
る
こ
と
で
、
心
臓
か
ら
全

身
に
か
け
て
血
液
を
送
り
出
す
能
力
が

高
ま
り
リ
ン
パ
の
流
れ
も
活
性
化
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
陳
代
謝
が
良
く

な
り
ま
す
。

　
【
ラ
ジ
オ
体
操
の
時
間
別
の
効
果
】

　
ラ
ジ
オ
体
操
と
言
え
ば
早
朝
に
行
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
時

間
帯
に
よ
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
の
効
果
が

変
わ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

朝
の
効
果
：�

１
日
の
生
活
を
快
適
に
す
る

　
起
き
た
ば
か
り
と
い
う
の
は
、
筋
肉

や
神
経
が
鈍
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
血

液
も
内
臓
な
ど
に
集
中
し
て
い
る
た

め
、
頭
の
意
識
が
は
っ
き
り
と
し
ま
せ

ん
。
目
覚
め
た
ば
か
り
に
ラ
ジ
オ
体
操

を
行
う
こ
と
で
、
神
経
の
動
き
を
活
性

化
し
筋
肉
や
脳
へ
の
血
の
巡
り
を
良
く

し
て
く
れ
ま
す
。

　
通
常
、
起
床
後
に
脳
が
目
覚
め
る
ま

で
約
３
時
間
か
か
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
対
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
は
わ
ず
か

３
分
で
ほ
ぼ
同
じ
状
態
に
し
て
く
れ
る

た
め
、と
て
も
効
率
的
だ
と
言
え
ま
す
。

昼
の
効
果
：
眠
気
防
止
と
精
神
安
定

　
お
昼
ご
飯
を
食
べ
た
後
に
ラ
ジ
オ
体

操
を
行
う
こ
と
で
眠
気
防
止
に
繋
が
り

ま
す
。

　
食
事
の
後
は
、
糖
質
や
炭
水
化
物
を

吸
収
す
る
た
め
に
血
糖
値
が
急
激
に
上

昇
し
ま
す
。
こ
れ
が
眠
気
を
誘
発
す
る

の
で
す
が
、
食
後
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行

う
こ
と
で
血
糖
値
の
上
昇
が
緩
や
か
に

な
り
眠
気
を
抑
え
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
よ
う
に
単
調

な
リ
ズ
ム
で
運
動
を
行
う
と
、
セ
ロ
ト

ニ
ン
と
い
う
物
質
が
体
内
に
分
泌
さ
れ

ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
安
定
し
た
精
神

を
保
つ
た
め
に
有
効
な
物
質
で
す
の

で
、
抗
う
つ
な
ど
に
も
効
果
を
発
揮
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

夜
の
効
果
：
寝
つ
き
を
良
く
す
る

　
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
う
こ
と
で
、
体
内

の
温
度
が
上
昇
し
ま
す
。
就
寝
か
ら
２

時
間
前
に
行
う
こ
と
で
、
体
内
温
度
の

上
昇
に
よ
り
快
眠
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

入
浴
に
も
同
様
の
効
果
が
あ
る
た
め
、

体
操
の
後
は
お
風
呂
の
時
間
に
す
る
と

い
う
流
れ
が
よ
り
効
果
的
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ラ
ジ
オ
体
操
で

リ
ン
パ
の
流
れ
を
活
発
化
さ
せ
生
き
生

き
し
た
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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お得な情報など随時更新！
ふらのの魅力やJA事業

JAふらの 女性部 
フレッシュミズ部会
＜Facebook＞

フレッシュミズ部会
＜Instagram＞

情報発信部会
「のんの」
＜Facebook＞

＜LINE＞

＜Instagram＞＜YouTube＞

編

集

後

記

　今月の旭川厚生病院による健康メモ（P18）では「ラジオ体操でリンパの流れを活発化させ生き生きし
た毎日を過ごそう」が掲載されています。日本人は曲が流れると自然と手足が動いてしまうほど、体に染
みついている体操ではないでしょうか。JAでは毎日朝礼時にラジオ体操を行っています。20～30代の頃
は曲の流れにまかせて行っていたラジオ体操も、今は、肩や背中をグーッと伸ばすと血の巡りを感じ気持
ちが良く、頭もスッキリする気がします。記事によると朝・昼・晩と行う時間でそれぞれ効果が異なるよ
うですので、興味のある方は試してみてはいかがでしょうか。小

農家ならではの工夫料理

平成29年集大成として発刊されたレシピ集より
抜粋、連載させていただきます。

第４５回（平成２８年）
武田　あやさん（下金山）

逸品レシピ紹介

トマトスープトマトスープ

JA南富良野支所女性部の事業「漬物・特産物料理コン
クール」で表彰されたレシピご紹介します！

材　料 作り方

１．細かく切ったトマトを鍋で
とろとろになるまで煮込む。

２．玉ねぎとじゃがいもをすり
おろし、１の鍋に入れて さ
らに煮込む。

３．とろみが出てきたら調味料
を加える。

４．レモンをしぼり鍋に入れ、
出来上がり。

トマト･･･････････１.８㎏
玉ねぎ･･･････････ ２００g
じゃがいも･･･････ ５００g

調味料
　コンソメ(顆粒)・･･ １５g
　砂糖････････････ ２５g
　塩･･････････････ ５g
　ブラックペッパー･少々
　レモン･･････1/ 2個
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